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さ
て
、「
最
善
の
一
手
」
と
会
則
改
正

に
着
手
し
て
早
一
年
半
。
今
、〈
新
し
き

酒
は
新
し
き
革
袋
に
盛
れ
〉
の
喩
の
よ
う

に
、
令
和
2
年
も
改
革
の
火
を
絶
や
さ
ず
、

迫
る
諸
課
題
に
着
実
な
成
果
を
挙
げ
て
い

く
。
変
化
の
中
の
未
来
を
信
じ
、
半
歩
先

を
見
据
え
、会
員
・
支
部
長
会
と
ワ
ン
チ
ー

ム
で
組
織
再
編
の
道
を
全
力
で
開
拓
し
て

い
く
。

〇
「
現
職
校
長
会
」
を
全
面
的
支
援

　

去
る
8
月
、
五
校
種
の
現
職
校
長
会
幹

部
と
の
教
育
懇
談
会
を
開
催
し
た
。
喫
緊

の
課
題
は
、
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
、

働
き
方
改
革
の
推
進
、
教
育
界
へ
の
優
秀

な
人
材
確
保
に
集
約
さ
れ
た
。
踏
ん
張
る

現
職
校
長
会
と
強
固
な
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、

諸
課
題
解
決
へ
の
全
面
的
支
援
を
誓
い
、

本
会
と
の
信
頼
の
絆
を
強
め
た
。

〇
興
奮
す
る
「
会
員
研
修
会
」

　

第
二
回
会
員
研
修
会
は
熱
気
に
溢
れ
て

い
た
。
趣
味
に
生
き
、
青
年
の
よ
う
に
振

る
舞
う
講
師
の
お
二
人
は
、〈
一
芸
の
士

は
皆
語
る
べ
し
〉
を
体
現
し
て
い
た
。
研

修
テ
ー
マ
の
「
絵
手
紙
づ
く
り
」
と
「
写

真
を
楽
し
む
」
の
ご
指
導
に
参
加
者
は
興

奮
。
講
師
の
人
間
力
は
、
傾
聴
に
足
る
影

響
を
与
え
る
存
在
だ
っ
た
。研
修
会
は「
ロ

マ
ン
」
を
追
求
し
、
会
員
の
心
を
揺
さ
ぶ

る
幸
せ
の
空
間
で
も
あ
っ
た
。

〇
挑
戦
す
る
「
研
究
指
定
校
」

　

東
京
都
指
定
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
推
進
校
」
の
研
究
発
表
会
を
拝
聴
し

た
。
ス
パ
コ
ン
で
1
万
年
か
か
る
特
殊
な

計
算
を
3
分
20
秒
で
こ
な
す
「
量
子
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
時
代
」
が
来
る
と
い
う
。
や

が
て
、
こ
の
難
解
な
研
究
が
社
会
の
姿
を

一
変
さ
せ
、
教
育
界
を
も
揺
る
が
す
。
さ

て
、
全
て
の
学
校
に
導
入
さ
れ
る
複
雑
な

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
。
こ
れ
か
ら
各
学

校
の
学
習
環
境
が
ど
う
整
え
ら
れ
、
導
く

学
校
・
教
師
陣
は
ど
ん
な
立
ち
位
置
に
い

る
の
か
。
深
い
議
論
を
望
み
た
い
。

〇
「
ス
ポ
ー
ツ
の
高
潔
性
」
を
学
ぶ

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
哨
戦
の
ラ
グ

ビ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
東
京
大
会
に
国

民
は
興
奮
し
た
。
戦
い
を
終
え
「
ノ
ー･

サ
イ
ド
」
に
象
徴
さ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
哲
学

を
皆
で
共
有
し
た
。
さ
ら
に
、
大
会
は
多

様
性
の
統
一
に
生
き
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
も

つ
高
潔
性
」
を
存
分
に
発
信
し
た
。
こ
の

先
、
こ
の
新
た
な
哲
学
が
日
本
の
ス
ポ
ー

ツ
界
全
体
に
根
付
く
こ
と
を
強
く
期
待
し

た
い
。

〇
こ
の
頃
思
う
こ
と

　
「
あ
り
え
な
い
、人
間
の
成
せ
る
業
か
」

と
叫
び
た
く
な
る
残
忍
で
悲
惨
な
ニ
ュ
ー

ス
に
心
を
痛
め
る
。
こ
の
病
む
社
会
現
象

に
、「
雀
の
学
校
」
と
「
め
だ
か
の
学
校
」

の
教
育
論
が
再
燃
す
る
。
明
解
を
模
索
し
、

今
こ
そ
社
会
と
人
間
の
在
り
方
を
総
合
的

に
学
ぶ
「
人
間
関
係
学
」
を
教
育
の
中
心

に
据
え
る
べ
き
だ
と
呟
く
。
矢
の
よ
う
に

過
ぎ
る
日
々
。
あ
る
会
員
か
ら
「
焦
ら
ず
、

慌
て
ず
、
諦
め
ず
」
の
お
言
葉
を
い
た
だ

い
た
。

P1　巻頭言　会長挨拶
P2　令和元年度
　　第 2 回「人材バンク」
　　登録者対象研修会
　　第 2 回会員研修会報告
P3　第46回 全国連合退職校長会
　　関東甲信越地区連絡協議会・
　　神奈川大会の報告

P4　支部の活動
P5　秋の叙勲受章会員
　　高齢者叙勲受章会員
　　新入会員の声
P6　支部だより
P8　物故者、湯島の動静、
　　編集後記

主な記事

頼
れ
る
成
熟
し
た
組
織
の
再
編
に
向
け
て

頼
れ
る
成
熟
し
た
組
織
の
再
編
に
向
け
て

―
頭
は
氷
の
よ
う
に
、
心
は
火
の
よ
う
に
―

―
頭
は
氷
の
よ
う
に
、
心
は
火
の
よ
う
に
―

東
京
都
退
職
校
長
会
会
長

東
京
都
退
職
校
長
会
会
長
　　
多
田
　
丈
夫

多
田
　
丈
夫

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
皆
さ
ん
と
共
に
新
春

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
喜
ん

で
お
り
ま
す
。
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第
二
回
「
東
京
都
教
育
庁
人
材
バ

ン
ク
登
録
者
対
象
研
修
会
」
は
、
九

月
二
十
八
日
（
土
）
都
教
職
員
研
修

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

1
．
第
二
回
研
修
会
の
趣
旨

　

一
回
目
は
、
学
校
教
育
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
及
び
各
校
種
ご
と
の
発

達
段
階
に
応
じ
た
児
童
生
徒
と
の
接

し
方
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
っ
た
。

二
回
目
は
、
過
去
に
研
修
会
参
加
者

の
参
加
も
よ
し
と
し
て
受
講
希
望
の

高
か
っ
た
内
容
か
ら
一
つ
選
び
「
教

育
課
題
と
そ
の
対
応
策
」
の
講
義
を

行
う
こ
と
に
し
た
。

2
．
研
修
会
実
施
の
内
容

・
日
時　

九
月
二
十
八
日
（
土
）

・
受
講
者
（
登
録
者
）　

二
十
一
名

・
実
施
内
容　
（
講
義
Ⅰ
・
講
義
Ⅱ

65
分
、
グ
ル
ー
プ
別
演
習
50
分
）

3
．
講
義
Ⅰ
・
講
義
Ⅱ
に
つ
い
て

・
全
体
会
形
式
で
、
主
催
者
・
都
教

育
庁
人
事
部
挨
拶
と
人
材
バ
ン
ク

事
業
の
説
明
。
都
退
職
校
長
会
多

田
丈
夫
会
長
が
「
①
学
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」、
元
江
東
区
立
明

治
小
学
校
長
（
現
本
会
副
会
長
）

桐
谷
澄
男
氏
が
「
②
学
校
教
育
と

新
し
い
教
育
課
程
」
を
講
義

4
．
グ
ル
ー
プ
別
演
習

　

受
講
者
参
加
型
の
グ
ル
ー
プ
別
演

習
を
4
グ
ル
ー
プ
設
定
し
た
。

※
各
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
グ
ル
ー
プ
①

（
河
合
美
津
江
・
大
井
芳
文
）
グ

ル
ー
プ
②
（
吉
川
温
子
・
阿
久
津

令
和
元
年
度
　
東
京
都
教
育
庁
か
ら
の
受
託
事
業

第
二
回
「
人
材
バ
ン
ク
」
登
録
者
対
象
研
修
会

＝
都
受
託
事
業
「
人
材
バ
ン
ク
」
運
営
特
別
委
員
会
報
告
＝

楽
し
く
、
も

ら
っ
て
楽
し

い
絵
手
紙
の

意
義
と
、
絵

手
紙
の
文
は

絵
に
合
わ
せ

ず
自
由
に
描

い
て
よ
い
こ

と
や
描
い
た

絵
手
紙
は
新

聞
な
ど
に
投

令
和
元
年
度
第
二
回
会
員
研
修
会
報
告

「
生
き
生
き
人
生
を
目
指
し
て
」

―
絵
手
紙
と
写
真
で
心
の
表
現
を
！
―
　
　
生
涯
学
習
部

○
期
日　

令
和
元
年
11
月
19
日（
火
）

○
会
場　
鈴
木
日
退
連
共
同
ビ
ル
三
階

○
会
費　

一
人
三
百
円
（
材
料
費
）

○
講
師

・｢

絵
手
紙｣　

村
木
通
輝
先
生

　

北
多
摩
北
部
支
部
東
久
留
米
地
区

・｢
写
真｣　
　

横
山
忠
太
郎
先
生

　

神
奈
川
県
支
部
湘
南
地
区

○
研
修

・｢

絵
手
紙｣

　

始
め
に
村
木
先
生
か
ら
描
い
て

州
美
男
）
グ
ル
ー
プ
③
（
高
橋
利

夫
・
畠
山
正
樹
）
グ
ル
ー
プ
④
（
守

屋
龍
男
・
林
忠
義
）

5
．
受
講
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

・「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

の
解
説
が
大
変
参
考
に
な
っ
た
」

「
国
語
学
者
の
大
村
は
ま
の
教
育

観
」「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
の
実
践
方
法
は
興
味
あ
る

テ
ー
マ
で
あ
る
」「
講
演
を
通
じ

て『
心
を
つ
か
む
難
し
さ
』が
判
っ

た
」「
参
加
者
の
話
が
聞
け
て
勉

強
に
な
っ
た
」
等
、
本
研
修
会
の

企
画
・
運
営
で
、
受
講
者
の
立
場

に
立
っ
た
趣
意
の
内
容
を
検
討
し

て
き
た
こ
と
に
意
義
が
あ
っ
た
と

捉
え
ら
れ
る
。

・
加
え
て
ほ
し
い
内
容
で
は
、「
特

別
に
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生

徒
へ
の
対
応
」「
教
育
課
題
と
そ

の
対
応
策
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
談
」
の
要
望
が
多
い
。
企
画
運

営
で
は
、
こ
う
し
た
受
講
者
の
意

見
を
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
文
責　

林　

忠
義
）



第207号 東京都退職校長会会報 令和2年1月15日

― 3 ―

稿
す
る
こ
と
、
描
い
た
ら
誰
か
に

贈
る
こ
と
な
ど
積
極
的
に
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後｢

秋
の
花
を
描
く｣

と

い
う
テ
ー
マ
で
参
加
者
は
村
木
先
生

が
用
意
さ
れ
た
手
本
の
絵
を
基
に
サ

イ
ン
ペ
ン
や
鉛
筆
で
基
本
ラ
イ
ン
を

描
き
、
そ
の
後
絵
の
具
で
着
色
し
ま

し
た
。
お
し
ゃ
べ
り
は
少
な
く
、
皆

さ
ん
黙
々
と
描
か
れ
、
筆
遣
い
や
色

づ
け
の
様
子
か
ら
絵
心
の
多
い
方
々

と
推
察
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
集
中

力
は
時
間
と
と
も
に
さ
ら
に
高
ま
り
、

終
了
予
定
時
刻
を
過
ぎ
て
休
憩
時
間

を
短
縮
す
る
ほ
ど
の
熱
心
さ
で
し
た
。

・「
写
真
」

　

講
師
の
横
山
忠
太
郎
先
生
は
長
年

Ｔ
Ｋ
Ｃ
（
東
京
都
退
職
校
長
会
写
真

ク
ラ
ブ
）
で
活
躍
さ
れ
、
今
秋
の
秋

の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。「
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
す

べ
て
を
見
せ
ま
す
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
で
こ
れ
ま
で
撮
り
た
め
た
作
品

の
中
か
ら
厳
選
し
た
百
四
十
点
ほ
ど

の
写
真
を
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の

月
ご
と
に
、
季
節
を
表
す
風
景
や
花

な
ど
を
中
心
に
有
名
な
俳
人
・
歌
人

の
作
品
や
ご
自
分
の
俳
句
（
俳
号
・

遊
岳
）
を
重
ね
て
見
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
作
品
解
説
の
中
で
、
写
真

の
意
図
や
撮
り
方
、
ス
マ
ホ
で
も
撮

れ
る
方
法
な
ど
も
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
様
々
な
技
法
で
撮
ら
れ

た
美
し
い
写
真
は
俳
句
や
歌
で
さ
ら

に
そ
の
魅
力
が
倍
増
し
、
ま
さ
に
横

山
先
生
の
写
真
人
生
が
表
現
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
お
二
人
へ
の
謝
辞
と
し
て

多
田
丈
夫
会
長
よ
り｢

一
芸
の
士
は

皆
語
る
べ
し｣

と
ま
と
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
10
月
17
日
（
木
）
と
18

日
（
金
）
の
二
日
間
、
川
崎
市
の
川

崎
日
航
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

関
東
甲
信
越
地
区
一
都
九
県
か
ら

70
余
名
の
役
員
並
び
に
大
会
関
係
者

が
参
加
。
東
京
か
ら
代
表
と
し
て
多

田
丈
夫
会
長
と
守
屋
龍
男
副
会
長
、

齊
藤
徳
藏
副
会
長
代
行
が
参
加
し
た
。

　

初
日
の
開
会
式
は
開
催
県
の
富
田

知
信
神
奈
川
県
連
合
退
職
校
長
会
長

の
挨
拶
に
始
ま
り
、
桐
谷
次
郎
神
奈

川
県
教
育
委
員
会
教
育
長
、
小
田
嶋

満
川
崎
市
教
育
委
員
会
教
育
長
、
入

子
祐
三
全
国
連
合
退
職
校
長
会
長
の

挨
拶
が
続
い
た
。
午
後
か
ら
協
議
題

「
存
在
感
あ
る
退
職
校
長
会
を
目
指

し
て
」
～
魅
力
あ
る
事
業
活
動
の
開

発
及
び
会
員
相
互
の
交
流
連
携
を
ど

う
す
る
か
～
を
柱
に
研
究
協
議
が
行

わ
れ
た
。

　

ま
ず
、
戸
邊
武
大
会
実
行
委
員
長

よ
り
、
協
議
題
の
説
明
が
な
さ
れ
、

山
梨
県
か
ら
順
に
発
表
を
行
っ
た
。

　

本
会
か
ら
は
会
員
増
強
の
取
り
組

み
の
現
状
や
毎
年
実
施
さ
れ
る
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
会
員
研
修
会
・
９
年

目
に
入
っ
た
東
京
都
人
材
バ
ン
ク
事

業
の
委
託
業
務
の
現
況
・
会
員
相
互

の
交
流
の
実
践
（
42
支
部
の
行
事
一

覧
表
の
作
成
）
な
ど
に
つ
い
て
発
表

し
た
。

　

各
県
か
ら
も
様
々
な
取
り
組
み
の

実
例
が
報
告
さ
れ
、
生
き
生
き
と
し

た
退
職
校
長
会
が
実
現
さ
れ
つ
つ
あ

る
現
状
を
知
り
、
大
変
に
感
動
し
た
。

　

夜
の
懇
親
会
は
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
中
、
地
元
川
崎
市
の

女
性
コ
ー
ラ
ス
合
唱
団
の
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
や
伝
統
芸
能
が
披
露
さ

れ
温
か
い
神
奈
川
県
の
お
も
て
な
し

を
い
た
だ
い
た
。

　

二
日
目
は
三
大
厄
除
け
大
師
と
し

て
著
名
な
真
言
宗
の
名
刹
平
間
寺
と

そ
の
門
前
町
を
散
策
し
て
神
奈
川
大

会
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

な
お
、
次
回
の
開
催
地
は
栃
木
県

で
あ
る
。

（
文
責　

守
屋　

龍
男
）

テ
ー
マ
「
存
在
感
あ
る
退
職
校
長
会
を
目
指
し
て
」

～
魅
力
あ
る
事
業
活
動
・
会
員
相
互
の
交
流
連
携
を
ど
う
す
す
め
る
か
～

―
第
46
回
　
全
国
連
合
退
職
校
長
会
関
東
甲
信
越
地
区
連
絡
協
議
会
・

　
神
奈
川
大
会
の
報
告
―
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令和元年 12月生涯学習部　集計
　支部の活動は、平成 26 年 12 月に会報部が調査、集計され、平成 27 年 1 月に会報 187 号に掲載されました。各支部がそれぞれ特性を生か
し、工夫しながらさまざまな活動が展開されている様子がわかりました。会員増強のためにももっと新しい情報が欲しいとの声が多く出て
います。生涯学習部が支部の活動の集計等を引き継ぐことになりました。各支部から多くの情報をいただきました。文字が小さくて読み
にくいと思いますが、ご活用いただけたら幸いです。

支部名 クラブ・サークル等 写真展・作品展等 研修会・講習会・現職校長会との交流会・他 その他
千代田・

中央
ウォーキング（4）・傾聴ボランティア（月2
回）

現職校長会長の講話（1）・交流会（他支部との
ウォーキング（1）・会員交流会（4））

支部便り（2）

港 総会の時、港区立の幼・小・中学校の園長会・校
長会の会長との懇談会（1）

新宿
千代田・中央及び文京三支部交流（退公
連共催）

都本部主催の発表会参加・
区教委主催の研究発表会
出席

他支部事業紹介・支部研修（1回、退公連共催）・
現職校園長と区教委との懇談（総会と新年会）

新年懇親会（1月）・支部総会
会報発行・役員会報告（8回）

文京
支部会員の「出展」鑑賞や「童謡の会」へ
の参加

見学会（1）・研修会（1）、（新宿支部と共同）
文京区教育研究協力園・校発表会参加、ウォーキ
ング

支部便り発行・会報発行
懇親会（1）

墨田 1日研修旅行 会誌発行・忘年懇親会

江東 囲碁・卓球･てくてく会･健康麻雀・美術・
書道

歩こう会・役員懇親旅行 支部便り・懇親会・役員会等

台東 支部の活動+理事研修会（講師教育長・指導主
事）

品川 囲碁（年2回の大会、春、秋）研究歴史見学
クラブ（3）

品川旅行会（1泊2日）・施設見学会（2） 会員便り（4）総会、新年祝賀の
会

目黒
史跡歩こう会・囲碁の会･ゴルフ 作品展（総合） 新年研修会・教育課題研修会（2）・支部便り発

行・目黒区立小学校長転退職と現職校長との
会（1）各小学校で歴代校長との会もある。お便
り集発行

納涼会・研究発表会に参加
新年会懇親会・会員名簿発行

大田 歴史散歩・ゴルフ・園芸・健歩･囲碁 ｢美術、書道展」 現職校長区教委との懇談会
退職予定校長との懇談会

世田谷
各自の考えでさまざまな趣味を生かす
べく日々の成長をしている者が多い。

（短歌・ピアノ・コーラス・古典読み等）

見学研修（2）・体験発表会
（各自写真持参）

現職小中学校長との懇談会（小中学校を訪問） 懇親会（3）支部会報（2）

渋谷 役員交流会（1） 宿泊研修懇親会（1）見学研修会（1）
現職校長役員との懇親会（1）

中野 東京新発見散歩 趣味作品展 区長、教育長との懇親会・会報発行 退公連等区内諸団体との共同
活動

杉並 囲碁･散歩・俳句・園芸・コーラス（同好会） 研修会・愛杉会（退公連との合同の会）
豊島
北 作品展（総合） 見学研修会（総合） 懇親会

荒川 趣味展（6日間） 一日見学会（様々な施設等の見学、研修） 懇親会（3）

板橋 総合作品展（作品展示）
ワークショップ（折り紙）

教育懇談会（区教委、現職、小、中学校長会）
見学会（3）

支部会報（1）懇親会（2）

練馬 クラブ（歩こう4・写真12･囲碁12） 写真クラブ作品展 1日研修会（1）地区懇談会（10）講演会（4） 長寿叙勲祝賀会（1）
支部会報（2）・近況報告（2）

足立 会員交流の集い「歴史散歩」・年末懇親会 会報発行（2）・喜寿者、米寿者へ
のお祝い金贈呈

葛飾 ゴルフ（10）、囲碁（休部）ぶらり散歩（2）
古文書篆刻

ゴルフコンペ 史跡を訪れ、教養を高めると共に会員相互の
交流と健康増進を図る

江戸川 囲碁（2）旅行 研修会（退公連と連携）・懇親旅行 支部会報（1）懇親会（2）

八王子 ゴルフ（9）マジック（15）水墨画（11）
ウォーキング（3）パソコン（11）囲碁（6）

作品展出品（退公連主催） 役員研修会・役員懇親会

町田 作品展（1） 研修旅行（1） 総会・新年会・忘年会

日南 社交ダンス同好会（多摩市）
豊岡合唱団（多摩市）歩こう会（日野市）

作品展（日野市） 見学研修会・教育懇談会 会報「日南」発行

武蔵野・
三鷹

囲碁・健康麻雀・蕎麦打ち 作品展（写真・絵画・書・工
芸等）

研修会（2） 会報（1,会員の声200字余）

北多摩
北部

1日研修会・現職校長へ｢支部便り」配布・講演
会（会員発表）

役員懇親会（1）

北多摩
中部

製本研究会 作品展（油絵・書・写真・製
本・手芸）

地域内の史跡、研究施設、寺社、文化施設等の
見学研修

文化講演・教育情報研修

府中 レク、ゲーム、楽しく歌おう 研修会、教育懇談会、あの日、この時（学習ボラ
ンティア）

小中学生の人権作文発表

調布 （クラブ活動休止中） 見学研修会・現職校長との教育懇談会 支部便り（2）

狛江 作品展（絵画、写真、書、能
面、木彫り等）

郷土めぐり、文集（狛泉）の作成 新年会

北多摩
西部

｢文化財巡り｣クラブ（3）
囲碁クラブ（4）

支部便り（1） 学校訪問｢給食｣（1）・レク座論会（1）災害時非
常食研修（1）

新年会（1）・懇親会（1）

西多摩 短歌・漫歩会・写真 生涯学習作品展（協賛参加） 1日研修旅行（本年度鎌倉） 会報（3）
大島 研修会（講話・学校訪問）

三宅島 総会

千葉南部 ゴルフ（9） 日帰り研修（1.退公連と共催・2.教育懇談会）
会報・総会・新年会

千葉中部 総会・新年会
作品展（写真・絵画・書）

童謡、唱歌を歌う（2）・宿泊研修旅行（1泊2日）

千葉西部 写真・囲碁・俳句・カラオケ 作品展（写真展） 半日研修（見学） 会報
千葉北 俳句・ふれあい昼食会 1日研修会 会報（2）

埼玉
ハイキング・陶芸・囲碁・園芸・ゴルフ 総会時に作品展コーナー

を設けている。
懇親旅行（1）の中に「ミニ研修会」を実施 会報発行（2）・新年会北部、東部、

中部、県央・西部のブロックが
年に数回懇親等の情報交換

神奈川
囲碁（休部）写真・俳句・ウォーキング・書
道・歴史探訪・ゴルフ・文学散歩の会

（同好会）

作品展（総合）・写真クラ
ブ展

研修旅行・地区活動（川崎、横浜、湘南､県央）で
参観
話を聞く会、見学等を各地区年2回ずつの活動

新年会・会報（3）

支部の活動
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栄えのご受章お祝い申し上げます。　（敬称略）

••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••

令和元年　秋の叙勲受章会員

瑞宝小綬章（１名）

草野　一紀（足　立）

瑞宝双光章（13名）

浦部　俊久（江　東）

岩井　雄一（世田谷）

内田　良一（中　野）

河口　正治（練　馬）

西村　俊平（北多摩北）

伊東　重信（西多摩）

梅本　　登（西多摩）

春日　昭雄（千葉南）

新井　幸男（千葉北）

木戸　　聰（千葉北）

西嶋　新吉（千葉北）

喜村　　齊（埼　玉）

横山忠太郎（神奈川）

栄えのご受章お祝い申し上げます。　（敬称略）
（令和元年 12 月 2 日現在）

••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••

高齢者叙勲受章会員

　

こ
の
三
月
、
三
十
八
年
間
の
教
員

生
活
が
終
わ
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
気

持
ち
で
、
最
後
の
日
を
迎
え
る
の
だ

ろ
う
と
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
が
、

清
々
し
い
気
持
ち
と
、
や
り
き
っ
た

と
い
う
自
己
満
足
で
そ
の
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
は
養
護
学
校
。
障
害
児

教
育
な
ど
何
も
勉
強
し
て
い
な
い
私

が
、
こ
の
世
界
に
飛
び
込
み
、
無
我

夢
中
で
や
っ
て
来
た
三
年
間
。
与
え

ら
れ
た
環
境
の
中
で
力
を
出
し
切
る

と
い
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
子
供
た

ち
と
向
き
合
い
ま
し
た
。
管
理
職
と

し
て
は
、
五
年
間
の
副
校
長
、
九
年

間
の
校
長
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
幸
せ
な
こ
と
に
職
員
は
じ
め
周

り
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
楽
し
い
毎

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
適
応
指
導
教
室
と
母
校

の
大
学
で
働
い
て
お
り
ま
す
。
必
要

と
さ
れ
る
う
ち
は
、
も
う
少
し
、
教

育
に
携
わ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
一
年
三
月
を
も
ち
ま
し

て
、
三
十
九
年
の
教
員
生
活
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
若
輩
者
が
、

隅
田
川
畔
の
小
さ
な
中
学
校
の
教
員

を
拝
命
し
て
か
ら
、
校
長
と
し
て
退

職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

間
に
多
く
の
先
輩
方
、
生
徒
・
保
護

者
の
皆
さ
ん
と
共
有
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
時
間
は
、
私
に
と
っ
て
掛

替
え
の
な
い
宝
物
で
す
。

　

こ
の
宝
物
を
糧
と
し
て
、
残
さ
れ

た
時
間
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
す

る
た
め
に
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

そ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
私
自
身
が
健
康
と

意
欲
を
も
ち
つ
づ
け
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
毎
日
の
生

活
を
見
直
し
な
が
ら
、
家
族
と
仲
間

と
の
時
間
を
宝
物
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

新
入
会
員
の
声

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ

新
宿
支
部
　
大
久
保
　
旬
子

瑞宝小綬章（１名）

佐藤　邦男（埼玉）

瑞宝双光章（3名）

吉田　一夫（目黒） 藤木　三五（千葉西） 八巻　伸一（埼玉）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

新
た
な
一
歩埼

玉
支
部
　
境
田
　
聡
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板
橋
支
部
が
伝
統
と
し
て
続
け
て

い
る
活
動
に
総
合
作
品
展
が
あ
り
ま

す
。
今
年
で
二
十
三
回
目
を
迎
え
、

今
は
準
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
会
員
が
減
少
し
て
い
る

現
在
、
出
品
数
も
減
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
役
員
は
じ
め
皆
で

力
を
合
わ
せ
作
品
展
を
盛
り
上
げ
る

た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

作
品
展
は
、
日
頃
様
々
な
分
野
で

活
躍
し
て
い
る
会
員
が
お
り
ま
す
の

で
、
日
頃
の
成
果
の
「
発
表
の
場
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。
研
究
あ
り
、
尺

八
と
ギ
タ
ー
の
演
奏
あ
り
、
体
験

コ
ー
ナ
ー
あ
り
と
、
ま
さ
に
総
合
発

表
の
場
で
す
。

　

研
究
部
門
で
は
、
板
橋
史
談
会
で

活
躍
し
て
い
る
会
員
が
毎
回
板
橋
の

歴
史
を
ま
と
め
て
展
示
し
ま
す
。「
今

年
の
テ
ー
マ
は
何
か
」
と
楽
し
み
に

し
て
い
る
来
観
者
も
い
ま
す
。

　

毎
回
会
場
に
来
て
く
だ
さ
る
板
橋

区
長
様
が
数
年
前
か
ら
「
書
」
を
協

力
出
品
し
て
く
だ
さ
り
、
こ
れ
を
機

に
会
員
も
「
書
」
の
出
品
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
九
十
二
歳
に
な
ら
れ
た

先
生
は
、
若
々
し
く
力
漲
る
「
書
」

を
楽
し
ん
で
出
品
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。

　

Ａ
会
員
は
毎
回
洗
濯
バ
サ
ミ
を

使
っ
て
か
わ
い
い
猫
型
メ
モ
バ
サ
ミ

を
た
く
さ
ん
作
っ
て
出
品
し
、
来
観

者
に
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
身
近
な

も
の
を
工
夫
し
た
作
品
に
感
心
し
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。「
昨
年
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。」
と
、
楽
し
み
に
し
て

い
る
来
観
者
も
い
ま
す
。
総
合
作
品

展
と
し
て
根
づ
い
て
き
た
の
で
し
ょ

う
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
会
場
設
営
等

体
力
的
な
作
業
に
は
限
界
が
あ
り
、

「
無
理
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
、
楽
し
み

な
が
ら
頑
張
ろ
う
」
と
、
力
を
合
わ

せ
、
励
ま
し
合
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

支
　
部
　
だ
　
よ
　
り

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

頑
張
っ
て
ま
す
！ 

総
合
作
品
展

板
橋
支
部
長
　
小
林
　
和
子
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本
会
は
、
東
京
都
退
職
校
長
会
北

多
摩
東
部
支
部
よ
り
、
平
成
三
年
、

武
蔵
野
・
三
鷹
支
部
と
改
称
し
ま
し

た
。
現
会
員
数
五
十
名
、
平
均
年
齢

七
十
八
歳
で
す
。
年
間
の
事
業
は
、

総
会
（
本
年
度
は
、
会
則
の
改
訂
と

十
数
年
振
り
に
会
費
の
値
上
げ
が
承

認
）、
役
員
会
年
七
回
と
必
要
に
応

じ
て
運
営
委
員
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
委
員
会
と
ク
ラ
ブ
で
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
委
員
会
と
し
て

○
研
修
会
委
員
会　

年
二
回
、
講
演

会
、
見
学
会
、
懇
談
会
を
実
施
。

参
加
者
の
約
半
数
は
、
友
人
・
知

人
・
地
域
の
人
々
で
す
。

○
会
報
委
員
会　

平
成
四
年
か
ら
発

行
。
全
会
員
へ
二
百
字
余
り
の
葉

書
原
稿
用
紙
で
依
頼
。
年
一
回
発

行
。
原
稿
提
出
者
は
七
十
五
％
程
。

○
作
品
展
委
員
会　

平
成
三
年
発
足
。

武
蔵
野
芸
能
劇
場
で
三
月
中
旬
、

三
日
間
開
催
。
発
足
当
初
は
三
・

四
十
名
の
出
品
者
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
十
五
・
六
名
と
半
減
。

高
齢
化
に
伴
い
、
製
作
意
欲
と
病

気
勝
ち
で
出
品
辞
退
者
が
増
加
。

　

次
に
、
ク
ラ
ブ
の
状
況
で
す
。

○
囲
碁
ク
ラ
ブ　

昭
和
六
十
二
年
発

足
。
年
二
回
大
会
を
行
う
。
五
十

　

四
回
の
伝
統
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

○
健
康
麻
雀
ク
ラ
ブ　

平
成
二
十
九

年
四
月
に
立
ち
上
げ
、
毎
月
第
三

土
曜
日
に
実
施
、
三
十
一
回
目
を

迎
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
の

協
力
も
あ
り
二
卓
で
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

○
蕎
麦
打
ち
ク
ラ
ブ　

令
和
元
年
七

月
に
新
設
。
十
一
月
で
二
回
目
を

行
っ
た
が
、
延
べ
会
員
、
地
域
の

方
を
含
め
て
二
十
一
名
が
参
加
。

蕎
麦
打
ち
の
奥
の
深
さ
が
理
解
で

き
、
味
わ
い
深
い
体
験
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
委
員
会
、
ク
ラ
ブ

活
動
に
は
友
人
・
知
人
・
地
域
の
方
々

の
ご
理
解
と
協
力
を
得
て
成
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。今
後
も
、以
上
の
方
々

と
も
交
流
の
和
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
、
将
来
の
退
職
校
長
会
の
在
り
方

と
も
考
え
て
い
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

地
域
の
人
々
と
も
交
流
の
和
を

武
蔵
野・三
鷹
支
部
長
　
本
郷
　
浩
之
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「
支
部
の
活
動
状
況
一
覧
表
」
が

掲
載
さ
れ
た
の
は
、
平
成
27
年
1
月

187
号
で
、
今
回
は
、
四
年
振
り
で
す
。

　

作
品
展
や
研
修
会
、
見
学
会
等
各

支
部
の
特
徴
あ
る
活
動
が
並
ん
で
い

ま
す
。
中
に
ス
ポ
ー
ツ
が
目
に
入
り

ま
す
。
元
気
な
会
員
を
想
像
し
て
嬉

し
く
な
り
ま
す
。

　

読
む
人
ひ
と
り
ひ
と
り
の
立
場
で

想
い
や
受
け
止
め
方
は
違
い
ま
す
が

「
支
部
便
り
」
と
合
わ
せ
読
む
と
会

員
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
一
覧
で
す
。

　

新
宿
区
で
勇
退
し
北
海
道
で
日
々

を
過
ご
さ
れ
て
い
る
会
員
が
、
会
報

誌
の
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
を
何
よ
り

の
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し

た
。

　

本
部
、
支
部
の
活
動
や
会
員
の
状

況
等
を
会
員
が
捉
え
る
好
機
に
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
編
集
に
関
わ
る
者
に
は
自

ず
と
笑
顔
に
な
れ
る
情
報
で
す
。

　

会
員
の
ど
の
方
に
も
、
発
行
を
心

待
ち
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
会

報
を
目
指
し
て
仲
間
と
共
に
編
集
活

動
を
し
て
い
き
ま
す
。

（
大
須
賀
敬
子
）

編
　
集
　
後
　
記

（令和元年 12 月 10 日現在）

氏　

名

年
月
日

支
部
名

校種
年齢

名簿頁

山
本
　
　
正
平
成
31
年
1
・
6

埼

玉

養
95

100

平
田
　
　
泰
4
・
26

杉

並

小
96

20

尾
崎
　
　
勝
令
和
元
年
5
・
10

町

田

養
96

48

平
田
　
葊
志
5
・
29

江

東

小
70

6

藤
井
八
惠
子
6
・
9

神
奈
川

小
90

101

寺
橋
　
正
光
6
・
22

神
奈
川

中
91

103

竹
本
　
謙
二
7
・
21

神
奈
川

中
80

105

武
田
　
公
夫
7
・
29

神
奈
川

小
83

107

中
村
日
出
夫
8
・
27

神
奈
川

中
71

105

高
山
　
昌
之
8
・
10

神
奈
川

中
88

107

平
野
　
輝
和
8
・
11

千
葉
西

小
94

88

福
地
　
　
保
8
・
18

西
多
摩

小
90

79

兒
玉
　
潔
夫
9
・
7

品

川

小
79

8

上
ノ
山
邦
治
9
・
11

西
多
摩

中
93

80

小
林
　
　
豪
9
・
19

神
奈
川

中
80

105

田
口
　
順
次
9
・
20

神
奈
川

小
91

107

伊
藤
　
智
章
9
・
26

武
蔵
野
・
三
鷹

中
87

57

榎
本
　
眞
幸
9
・
29

町

田

小
73

51

宮
本
　
一
史
9
・
29

北
多
摩
中

小
84

64

二
瓶
　
道
男
10
・
2

西
多
摩

小
93

77

佐
藤
　
勝
郎
10
・
9

埼

玉

中
89

96

増
澤
喜
美
夫
10
・
11

練

馬

小
92

33

内
埜
　
芳
男
10
・
16

西
多
摩

小
79

77

上
田
　
勝
三
10
・
23

西
多
摩

中
88

78

中
村
　
光
子
10
・
28

神
奈
川

小
93

101

田
窪
　
光
代
11
・
3

神
奈
川

小
80

107

大
野
　
幸
男
11
・
4

練

馬

小
85

31

大
原
　
雅
榮
11
・
6

板

橋

小
75

27

雨
宮
　
富
美
11
・
11

神
奈
川

小
83

104

林
田
　
荘
七
11
・
12

埼

玉

中
92

95

大
橋
　
俊
郎
11
・
16

北
多
摩
中

中
93

66

北
畠
　
一
誠
11
・
22

日

南

小
74

55

芝
崎
　
茂
夫
11
・
29

千
葉
中

高
91

86

吉
田
　
貞
夫
12
・
2

埼

玉

中
84

94

　
11
月

11

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
・
生
涯
学
習
部
会

13

企
画
調
整
部
会

19

会
計
部
会
・
第
二
回
会
員
研
修
会

26

福
利
厚
生
部
会

　
12
月

2

全
連
退
と
の
懇
談
会

3

福
利
厚
生
部
会

4

広
報
部
会

10

広
報
部
会
・
正
副
会
長
会

11

企
画
調
整
部
会
・
生
涯
学
習
部
会

17

会
計
部
会
・
総
務
部
会

18

広
報
部
会

24

福
利
厚
生
部
会
・
広
報
部
会

25

事
務
局
冬
季
休
業
始

　
1
月

5

冬
季
休
業
終

8

新
年
会

14

総
務
部
会

15

福
利
厚
生
部
会
・
運
営
委
員
会

20

支
部
長
会

21

企
画
調
整
部
会
・
生
涯
学
習
部
会

22

広
報
部
会

29

新
年
懇
親
会（
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

湯

島

の

動

静


